
                      　 ト ールマン（ Tolman,  E.C.） と ホンジッ ク （ Honzik,  C.H.） によ る 潜在学習の

実験に関する 記述と し て妥当なのはど れか。

１ ． ネズミ に迷路を報酬なし で探索さ せる と ， 当初は報酬あり の統制群に比べて遂行

成績は伸びなかったが， 報酬を導入し た途端に遂行が急激に改善し た。

２ ． 踏み板を踏むかひも に触れる かする と ド アが開く 仕組みの箱にネコ を入れる と ，

初めのう ちは偶然に脱出する が， 徐々に効率よ く ド アを開いて脱出でき る よ う に

なった。

３ ． 回避不可能な状況で電気ショ ッ ク を与え続けら れたイ ヌ が， 回避可能な状況にお

いて， 自ら 電気ショ ッ ク から 逃れよ う と せずう ずく ま ったま ま であった。

４ ． アカゲザルに対し 同じ タ イ プの弁別学習を行う 課題を複数連続し て取り 組ま せる

と ， 最初はチャ ンス ・ レ ベルであった正答率が漸進的に上昇し ， 最終段階ではほ

ぼ完全正解に達し た。

５ ． チン パン ジーが箱や棒がばら ばら に置かれた 檻 の中で， 箱を 押すなど の行動レ
おり

パート リ ーを組み合わせる こ と によ って， 天井につる さ れたバナナを試行錯誤に

よ ら ず取る こ と ができ た。
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                     　 ベイ ト ソ ン（ Bateson,  G.） が唱え， 家族療法に影響を 与えた「 ダブルバイ ン

ド 」 の説明と し て妥当なのはど れか。

１ ． 両親世代の問題が子供の世代に 伝 播 さ れる 家族投影過程が， 多世代にわたり 生じ
でん ぱ

る こ と である 。 例えば， 父親の持っている 自分の母親に対する 問題が， 形を変え

て， 子供の母親に対する 問題と なっている こ と をいう 。 実際の治療では家系図を

用いる こ と も ある 。

２ ． 否定的な意味を 肯定的な枠組みに変える こ と である。 例えば，「 子供の問題に無

関心な父親」 と 不満を 持つ母親に対し ，「 口出し せずに見守る こ と ができ ている

父親」 と 表現を変える こ と で情緒的色彩を構築し 直し ， 問題解決の糸口にする 。

３ ． 家族のサブシス テム間の境界線である 世代間境界が侵害さ れる こ と である 。 例え

ば， いわゆる 母子密着は夫婦サブシス テムと 子供サブシス テムの境界が不明瞭に

なったこ と によ って生じ た事態と 考えら れる 。

４ ． 二者関係で， 一方が言語レ ベルである メ ッ セージを発し つつ， 非言語レ ベルでは

そのメ ッ セージと 衝突する メ ッ セージを発する こ と である 。 例えば， 手をつなご

う と し た子供に， 母親が身を こ わばら せ， 子供が手を 引っ 込める と ，「 私のこ と

好き じ ゃないの？」 と 母親が尋ねる よ う な状況である 。

５ ． 症状や行動をあえてやってみる よ う に指示する こ と である 。 指示に従えば症状の

コ ント ロ ールができ たこ と になり ， 従わなければ症状をあき ら める こ と になる の

で， いずれにし ても 症状の克服に結び付く こ と になる 。
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  がある 。 二つのベク ト ルのなす角を q と し た

と き ， cos q の値はいく ら か。

                      　 図のよ う に， 二つのベク ト ル A  ，

B
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                           ア～エの化合物の混合物をエーテルに溶かし ， 図の操作方法に従って分離し

た。 図中の（ A）～（ D）に分離さ れる 化合物の組合せと し て妥当なのはど れか。

（ A）　  （ B）　  　（ C）　  　（ D）

１ ．   イ 　 ウ エ  　 ア

２ ．   イ 　 エ ア  　 ウ

３ ．   イ 　 エ ウ  　 ア

４ ．   エ　 イ ア  　 ウ

５ ．   エ　 イ ウ  　 ア

CH3

OCH3

㋐
COOH

㋑
CHO

㋒
OH

㋓

混合物のエーテル溶液

エーテル層水層（ A）

NaHCO3 水溶液を加えてよ く 振る

NaHSO3 水溶液を加えてよ く 振る

NaOH 水溶液を加えてよ く 振る

エーテル層水層（ B）

エーテル層水層（ C） （ D）
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⚑ ɽ ɽ⚙ ⚐ ʷ ⚑⚐ ・ P RO/

⚒ ɽ ɽ⚒ ⚗ ʷ ⚑⚐ ・ P RO/

⚓ ɽ ɽ⚙ ⚐ ʷ ⚑⚐ ・ P RO/

⚔ ɽ ɽ⚒ ⚗ ʷ ⚑⚐ ・ P RO/

⚕ ɽ ɽ⚒ ⚗ ʷ ⚑⚐ ・ P RO/
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　 次の文章は， 土壌生物に関する 記述である 。 文章中の空欄ａ ～ｄ に入る も の

を正し く 組み合わせている のはど れか。

土壌生物は， 極めて小さ い微生物から 大き なサイ ズの土壌動物ま で様々なサイ ズの生

物から 構成さ れる 。 土壌動物や植物根を 除いた土壌中の全生物体量を 一般に 　 ａ 　  と

呼び， アーキ ア， 細菌， 真菌など がその大部分を 占める 。 　 ａ 　  の中の炭素と 窒素の

比（ C/N 比） は約７ であり ， 土壌そのも のの C/N 比の １２ ～ １３ よ り 小さ い。 すなわち，

　 ａ 　  の中には 　 ｂ 　  が濃縮さ れている こ と になる 。

土壌の種類やその利用状況によ って， 土壌微生物の種類は影響を受ける 。 嫌気的な状

態にある 土壌では， 多く が好気性の微生物である  　 ｃ 　  は少なく ， 嫌気性のアーキア

や 　 ｄ 　  の割合が増える 。

　 　 ａ ｂ 　 　 　 ｃ 　 　 　 ｄ

１ ． 微生物バイ オマス 　 　 窒素　 　 真菌　 　 細菌

２ ． 微生物バイ オマス 　 　 窒素　 　 細菌　 　 真菌

３ ． 微生物バイ オマス 　 　 炭素　 　 真菌　 　 細菌

４ ． 土壌生態系 窒素　 　 細菌　 　 真菌

５ ． 土壌生態系 炭素　 　 真菌　 　 細菌
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　 マメ 類に関する 次の記述のう ち妥当なのはどれか。

１ ． ダイ ズの子実はタ ン パク 質含有率が約 ３５ ％と 高いため， 子実の登熟期には窒素

の要求性が高ま り ， 葉身に存在する 窒素の子実への再転流が起こ る 。

２ ． イ ンゲンマメ には完熟子実を利用する 品種と 若莢を利用する 品種と がある 。 完熟

子実用の品種は， 日本では主に九州で栽培さ れており ， そのほと んど が煮豆用と

し て利用さ れている 。

３ ． ラ ッ カセイ は， マメ 類のう ちでは過湿に強く 乾燥に弱いため， 水田転換畑での栽

培に適し ている 。

４ ． アズキは， 日本での栽培面積がマメ 類の中で最も 大き く ， 主に近畿以西で栽培さ

れている 。 用途はほと んど が 餡 や甘納豆など の菓子の原料である 。
あん

５ ． ササゲは， 南米原産で， 南米での生産量が多い。 日本では， 完熟子実を食品と す

る ほか， マメ 科牧草と し て飼料用に広く 栽培さ れている 。
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                     　 日本の外来昆虫に関する 次の記述ア～エのう ちには妥当なも のが二つある 。

それら はどれか。

ア． ウ リ ミ バエは， 南西諸島に侵入し た害虫である 。 幼虫が様々な野菜や果実を食害し

て大き な被害を与えていたが， 性フ ェ ロ モンを用いた大量捕獲（ 誘殺） 法によ り 根

絶に成功し た。

イ ． セイ ヨ ウ オオマルハナバチは， ヨ ーロ ッ パから 導入さ れた昆虫である 。 施設栽培ト

マト の受粉に貢献し ている が， 逃げ出し たも のが野生化し て生態系を攪乱する おそ

れがある 。

ウ ． イ ネミ ズゾウ ムシは， 北米から 侵入し た害虫である 。 成虫が土中に潜り ， イ ネの根

を食害する 。

エ． ク ビ アカツヤカミ キリ は， 近年侵入し た害虫である 。 幼虫がサク ラ ， モモ， ウ メ な

ど の樹幹内を食害し て枯死さ せてし ま う 。

１ ． ア， ウ

２ ． ア， エ

３ ． イ ， ウ

４ ． イ ， エ

５ ． ウ ， エ
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　 図のよ う に， 三つの水準点 A ～ Cから 点 P の標高を求める ため直接水準測量

を行い， 表のよ う な結果を得た。 点 P の標高の最確値はいく ら か。

１ ．１２．４１８ m

２ ．１２．４１９ m

３ ．１２．４２０ m

４ ．１２．４２１ m

５ ．１２．４２２ m

4km

1 kmP

2 km

A

B

C
点 P と の距離

［ km］

点 P の測定値

［ m］
水準点

４１２．４１６A

２１２．４１２B

１１２．４２５C
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                      　 耕盤に関する 次の記述Ａ ～Ｄ の正誤の組合せと し て妥当なのはど れか。

Ａ ． 耕盤の形成は透水性を高め， 降下浸透を増大さ せる 効果がある ため， 水田が有する

地下水 涵 養機能を向上さ せる 。
かん

Ｂ ． 畑作農業では， 耕盤のない圃場が好ま れる が， 水田農業では， 心土と 作土の間に耕

盤を形成し て苗を移植（ 田植え） する 栽培方法が発達し た。

Ｃ ． 湛水前の田面の耕 耘 など の作業では， 農業機械の車輪は主と し て作土直下の耕盤に
う ん

よ って支持さ れる が， 湛水条件下で行われる 代かき など の作業では， 車輪は主と し

て作土層である 表層によ って支持さ れる 。

Ｄ ． 耕盤がある こ と で， 作土内での灌漑水や肥料の利用効率が高ま り ， 水稲の安定し た

収量を期待する こ と ができ る 。

　 　 Ａ 　 　 Ｂ 　 　 Ｃ 　 　 Ｄ

１ ． 正　 　 正　 　 誤　 　 正

２ ． 正　 　 誤　 　 正　 　 誤

３ ． 誤　 　 正　 　 正　 　 誤

４ ． 誤　 　 正　 　 誤　 　 正

５ ． 誤　 　 誤　 　 誤　 　 正
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次の文章は， 和牛の改良に関する 記述である 。 文章中の空欄ａ ～ｄ に入る も

のの組合せと し て正し いのはど れか。

我が国の和牛の育種技術の歴史は １８ 世紀後半の江戸時代ま でさ かのぼる こ と ができ ，

こ の頃，「  　 ａ 　  」 と 呼ばれる 系統が造成さ れていた。 その後，１９００ 年頃から 在来和牛

の体格や晩熟性を 改良する ために， 　 ｂ 　  やブラ ウ ン ス イ ス 種など の外国種と の交雑

が行われ， 体格は大き く なり ， 飼料の利用性や泌乳量も 向上し た。 その結果， 和牛と し

て， 黒毛和種， 褐毛和種， 無角和種， 日本短角種の４ 品種が確立さ れた。１９６０ 年代以

降， 和牛の役割は役用から 肉専用へと 変わり ， 近年では黒毛和種が最も 多く 飼育さ れて

いる 。 黒毛和種は， 和牛のう ちでも 特に 　 ｃ 　  が優れており ， その改良には 　 ｄ 　  が

用いら れている 。

　 　 ａ 　 　 　  　 　 ｂ ｃ ｄ

１ ． 枝　 　 シンメ ンタ ール種　 　 枝肉重量　 　 後代検定

２ ． 枝　 　 ヘレ フ ォ ード 種　 　 　 脂肪交雑　 　 直接検定

３ ． 蔓　 　 シンメ ンタ ール種　 　 枝肉重量　 　 直接検定

４ ． 蔓　 　 シンメ ンタ ール種　 　 脂肪交雑　 　 後代検定

５ ． 蔓　 　 ヘレ フ ォ ード 種　 　 　 脂肪交雑　 　 直接検定
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                     乳牛の搾乳作業に関する 次の記述のう ち， 正し いのはど れか。

１ ． 毎回の搾乳で最初に搾り 出さ れる 乳は， 乳脂肪分を多く 含み， 良質なバタ ーの原

材料に適し ており ， こ の乳を特別に取り 分ける ため， 前搾り と し て手搾り を３ ～

４ 回行う 。

２ ． 生乳を衛生的に生産する ため， 搾乳前には， 殺菌し たタ オルで乳頭部分の汚れを

拭き 取り ， プレ ディ ッ ピ ングを行った後， 清潔なペーパータ オルで水分を拭き 取

る など の乳頭清拭を行う 。

３ ． 乳頭清拭は乳の流出を促す乳頭への刺激と なる が， 接触刺激の効果が現れる ま で

時間を要する ため， ティ ート カッ プの装着は乳頭清拭の後， 十分に時間を置いて

から 行う 。

４ ． ティ ート カッ プの取り 外し によ る 急激な圧力の変化は搾乳後の乳頭の生理反応に

悪影響を及ぼすため， 搾乳終了から 十分に時間を置いてから ティ ート カッ プを取

り 外す。

５ ． ポス ト ディ ッ ピングは， 搾乳者の手から 乳頭表面に付着し た細菌の増殖を防ぎ，

有害な細菌が搾乳者の間で拡大し ないために行う も のであり ， 搾乳後速やかに行

う 。
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